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研究成果の概要（和文）： 

2008 年より日本インドネシア経済連携協定（以下「JIEPA」）に基づき、インドネシア人看
護師らが来日したのを皮切りに、2009 年からは、日本フィリピン経済連携協定（以下「JPEPA」）
に基づくフィリピン人看護師らが来日した。本制度における外国人看護師の導入は、国が公的
な形で導入した最初の医療福祉専門職の受入れにあたり、今後の日本の受入れ態勢を整備する
と同時に、国際化社会における看護師の移住の観点から起こりうる様々な問題を抱えていた。 
本研究では、JIEPA,JPEPA 制度に基づく外国人看護師の移住のパターンの比較を行う。 
本研究の研究成果の概要は以下のとおりである。 
 
1.JIEPA、JPEPA では、看護師の受入れスキームは一部を除き、ほぼ共通していたが、実際に

来日する看護師たちの社会的人口学的特徴及び来日動機は、インドネシア人、フィリピン人
の間でかなり異なっていた。 

2.看護師の国籍によってかなり特徴は見られたにもかかわらず、日本の病院側は、「学習意欲が
ある者」「患者に対する接遇態度がよい者」を高く評価する傾向があり、その傾向には国籍別
に差は見られなかった。 

3.病院側は、外国人看護師を受入れた後に職場が活性化したことを高く評価しており、その傾
向には、受入れた看護師の国籍別に差は見られなかった。 

 
研究成果の概要（英文）： 

Japan has opened her domestic labor market for health care sector as a government 
policy for the first time since 2008, when she accepted Indonesian nurses under the 
Japan-Indonesia Economic Partnership Agreement.  The following year, Japan has 
started to accept Filipino nurses under the Japan-Philippines Economic Partnership 
Agreement.  Since these are the first cases for Japan to accept foreign professionals in 
health care sectors, Japan has many problems to be solved before establishing a better 
scheme to accept them. This study aims to identify the emerging issues with regards to the 
nurse migration under the above mentioned agreement.   
The findings of this study were the followings: 
 
1. Although the general scheme of accepting foreign nurses under the JIEPA and JPEPA 

was basically common, there were many differences in socio-demographic characteristics 
of nurses as well as their migration patterns. 

2. Despite such difference of nurses, Japanese hospitals were likely to highly evaluate 
those who were eager to study, and had appropriate attitude toward patients.  

3. Hospital evaluated that after they accepted foreign nurses, the workplace had become 
activated.  This was observed regardless the difference of the nurses’ nationality. 
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交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2009 年度 3,800,000 1,140,000 4,940,000 

2010 年度 4,300,000 1,290,000 5,590,000 

2011 年度 3,300,000 990,000 4,290,000 

2012 年度 2,400,000 720,000 3,120,000 

  年度    

総 計 13,800,000 4,140,000 17,940,000 

 
研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：境界医学・医療社会学 
キーワード：外国人看護師・外国人介護士 
 
１．研究開始当初の背景 

2008 年より日本インドネシア経済連携
協定（以下「JIEPA」）に基づき、インドネ
シア人看護師らが来日したのを皮切りに、
2009 年からは、日本フィリピン経済連携協
定（以下「JPEPA」）に基づくフィリピン
人看護師らが来日した。そして 2014 年か
らは日本ベトナム経済連携協定（以下
「JVEPA」）に基づくベトナム人看護師ら
の受入れが始まろうとしている。 
本研究開始当初は、本協定下での看護師

の受入れが、公的な枠で医療専門職を導入
した最初の例ということもあり、社会的に
も大きな関心を呼んだ。しかし、外国人看
護師らも、彼女らを送出す国も、また受入
れる日本側や病院も、試行錯誤の状態であ
った。このため、本研究では、JIEPA, 
JPEPA に基づく外国人看護師の受入れの
現状と課題を明らかにするために、基礎的
なデータを、質的・量的研究法を用いて収
集することに努めた。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、 
（１）JIEPA に基づくインドネシア人看護師
の国際労働力移動に関する要因（来日動機、
日本への期待、定住化傾向等）やその社会的
背景（インドネシアにおける看護師の社会的
地位、業務権限、及びケアの文化等）を明ら
かにする。 
（２）JPEPA に基づくフィリピン人看護師
の国際労働力移動に関する要因（来日動機、
日本への期待、定住化傾向等）やその社会的
背景（フィリピンにおける看護師の社会的地
位、業務権限、及びケアの文化等）を明らか
にする。 
（３）JIEPA. JPEPA に基づく外国人看護師
受入れに関する、日本の医療機関側・地域社
会の受入れ態勢や、その社会経済的背景を明
らかにする。 
上記を通じて、外国人看護師の出身国の文

化や社会的背景に応じた、地域社会レベルで
の受入れシステム構築に関する提言を行う。 
 
３．研究の方法 
（１）JIEPA に基づくインドネシア人看護師
の国際労働力移動に関する要因およびその
社会的背景に関する研究 
 

2009 年（インドネシア人候補者第二陣）
から 2012 年（インドネシア人候補者第五陣）
にかけて、以下の方法において、情報収集を
行った。まず、インドネシアにおける看護師
や看護学生に対する聞き取り調査を実施し、
さらにインドネシアでは配票調査（Hirano 
and Wulansari, 2009）を行い、日本で看護
師として働く意志の有無や、その理由及び社
会的経済的背景等について明らかにした。こ
れらのデータをもとに A4 サイズ 4 枚の調査
票（含：来日動機、日本に関する情報の理解
度、General Health Questionnaire 等）を作
成し、インドネシア語に翻訳し、在日インド
ネシア人に依頼して、プリテストを行った。
次に、インドネシア側の送出し機関である海
外労働者派遣・保護庁等の協力を得、来日前
の日本語研修時またはオリエンテーション
時に、研修対象者全員に対して、調査の意図
を説明し、自由意思による参加であること、
個人情報は保護されることなどを説明し、自
記式無記名調査票を配布した。（回収率：
100％） 
 
（２）JPEPA に基づくフィリピン人看護師
の国際労働力移動に関する要因およびその
社会的背景に関する研究 
 

2009 年（フィリピン人候補者第一陣）か
ら 2012 年（フィリピン人候補者第四陣）に
かけて、以下の方法において、情報収集を行
った。まず、フィリピンにおける看護師や看
護学生に対する聞き取り調査及び先行研究
の結果（Ishii and Hirano, 2009）を参照し、



日本で看護師として働く意志の有無や、その
理由及び社会的経済的背景等について明ら
かにした。これらのデータをもとに A4 サイ
ズ 4 枚の調査票（含：来日動機、日本に関す
る情報の理解度、General Health 
Questionnaire 等）を作成し、英語に翻訳し、
在日フィリピン人に依頼して、プリテストを
行った。次に、フィリピン側の送出し機関で
ある海外雇用庁の協力を得、来日前のオリエ
ンテーション時に、研修対象者全員に対して、
調査の意図を説明し、自由意思による参加で
あること、個人情報は保護されることなどを
説明し、自記式無記名調査票を配布した。（回
収率：98-100％） 
 
（３）JIEPA、JPEPA に基づく外国人看護
師受入れに関する、日本の医療機関側受入れ
態勢及び社会経済的背景に関する研究 
 

JIEPA に基づき、第一陣のインドネシア人
看護師候補者を受入れた全国 47 病院（回収
率：57.4％）と、JPEPA に基づき、第一陣
のフィリピン人看護師候補者を受入れた全
国の 45 病院（回収率：66.6％）を対象とし
た配票調査を行った。調査内容は、受入れ動
機、EPA に対する意見、今後の外国人看護師
の雇用に対する見解等である。これらの調査
は、いずれも、外国人看護師らが来日してか
ら半年後のタイミングで行った。 
 
４．研究成果 
（１）インドネシア人看護師・フィリピン人
看護師の相違点（インドネシア第二陣、フィ
リピン第一陣の比較） 

 

インドネシア人とフィリピン人では、年齢・
属性、来日動機ともに異なることが明らかに
なった。具体的には、インドネシア人に比べ
フィリピン人の方で既婚者の割合が高く、経
済的状況が困難と回答している者の割合が
高かった。 

また、来日動機については、キャリア形成
等、国籍に関係なく、すべての候補者の間で
該当すると回答されている傾向が明らかに
なった。一方、来日動機の第一を比較すると、
インドネシア人はキャリア形成、フィリピン
人は経済的な動機付けが強いことが明らか
になった。 

（２）外国人看護師受入れに関する評価 
 
 インドネシア人受入れ病院は看護職（看護
部長等）による回答は 25.9％であったのに対
し、フィリピン人受入れ病院においては
70.0％であった。 

外国人看護師受入れに対する総合得点と、
外国人看護師候補者に対する評価得点との

インドネシア人看護師
(n=144)

フィリピン人看護師
(n=100) p値

女性 (%) 82.0 88.9 n.s.
平均年齢（標準偏差） 27.1 (3.2) 32.0 (4.9) p<0.001
既婚者 (%) 26.4 55.6 p<0.001
子供あり (%) 26.2 58.6 p<0.001
ジャカルタ/マニラ首都圏出身者 (%) 14.6 30.9 p<0.01
長子である者 (%) 64.3 35.7 n.s.
家族の経済的状況が困難である者 (%) 25.7 68.0 p<0.001

来日前に、海外で看護師として働いた経験がある者 7.0 30.9 p<0.001
海外で看護師・ケアワーカーとして働く親戚がいる者 7.6 30.3 p<0.001

以前日本で生活した経験がある者 (%) 2.8 6.0 n.s.
日本社会や文化についてよく知っている/どちらかといえば良
く知っている者 (%)

21.0 22.0 n.s.

日本語を勉強した経験がある者 (%) 19.4 8.0 p<0..01
日本語能力試験（JPLT）を受けた経験がある者(%) 2.5 0 n.s.

男性(%) 女性(%) p値 男性(%) 女性(%) p値 既婚(%)
未婚・
離婚(%)

p値
既婚
(%)

未婚・
離婚
(%)

p値
経済的に
困難(%)

それほど困
難ではない
(%)

p値
j経済的
に困難
(%)

それほど困
難ではない
(%)

p値

本EPAへの応募時点で仕事がなかっ
たから

13.0 11.1 n.s. 27.3 41.2 n.s. 14.3 11.3 n.s. 44.2 34.1 n.s. 15.2 11.7 n.s. 43.9 29.0 n.s.

日本で既に生活している、家族や親
戚がいたから

27.3 14.8 n.s. 9.1 18.8 n.s. 20.0 16.8 n.s. 11.5 25.0 n.s. 12.1 19.8 n.s. 13.6 25.8 n.s.

自分のキャリアをのばしたいから 100.0 100.0  - 100.0 100.0  - 100.0 100.0  - 100.0 100.0  - 100.0 100.0  - 100.0 100.0  -

日本に働きに行くことを家族から勧め
られたから

31.8 24.3 n.s. 27.3 47.1 n.s. 30.6 25.5 n.s. 38.5 52.3 n.s. 41.2 22.0 p<0.05 47.0 38.7 n.s.

日本が、他の国よりも早く渡航するこ
とが可能だから

72.7 74.5 n.s. 72.7 84.7 n.s. 71.9 76.3 n.s. 80.8 86.4 n.s. 83.9 71.1 n.s. 86.4 76.7 n.s.

日本の文化（アニメーションや漫画な
ど）に関心があるから

91.3 91.7 n.s. 100.0 95.4 n.s. 88.9 93.7 n.s. 92.6 100.0 n.s. 91.4 92.0 n.s. 95.5 96.9 n.s.

家族を経済的に支援したいから 90.9 91.1 n.s. 100.0 100.0  - 91.9 89.8 n.s. 100.0 100.0  - 100.0 86.4 p<0.05 100.0 100.0  -

日本の高度先端技術を勉強したいか
ら

91.3 93.7 n.s. 100.0 100.0  - 97.1 91.1 n.s. 100.0 100.0  - 88.6 94.2 n.s. 100.0 100.0  -

海外に住むという夢を実現したいから 90.9 82.4 n.s. 100.0 96.4 n.s. 91.7 81.3 n.s. 94.2 100.0 n.s. 97.2 79.8 p<0.01 98.5 93.5 n.s.

政府間プロジェクトに貢献したいから 95.7 90.7 n.s. 100.0 98.9 n.s. 97.3 89.6 n.s. 98.1 100.0 n.s. 94.4 91.0 n.s. 100.0 96.9 n.s.

日本はどの国よりも高い給料が稼げ
ると思うから

65.0 60.4 n.s. 63.6 91.8 p<0.0561.8 62.2 n.s. 90.4 86.4 n.s. 72.7 58.1 n.s. 89.4 87.1 n.s.

日本での経験を、将来他国の病院で
活かしたいから

96.0 97.2 n.s. 100.0 84.7 n.s. 94.4 98.0 n.s. 86.5 86.4 n.s. 97.3 97.0 n.s. 86.4 87.1 n.s.

日本人と結婚したいから 19.0 28.3 n.s. 18,2 9.5 n.s. 8.8 33.7 p<0.011.9 20.9 p<0.0129.0 25.0 n.s. 12.3 9.7 n.s.

仲介業者に紹介料を払わなくてもよ
いから

76.2 79.4 n.s. 90.9 95.2 n.s. 86.1 75.3 n.s. 94.1 95.5 n.s. 71.9 81.1 n.s. 97.0 90.0 n.s.

フィリピン人/インドネシア人のケアの
天性を日本人に見せたいから

91.7 99.1 n.s. 100.0 100.0  - 97.3 97.9 n.s. 100.0 100.0  - 97.2 98.0 n.s. 100.0 100.0  -

フィリピン/インドネシアでの給与に満
足できなかったから

31.8 17.3 n.s. 72.7 60.7 n.s. 22.9 17.6 n.s. 63.5 60.5 n.s. 41.2 11.6 p<0.00166.2 51.6 n.s.

インドネシア

性別 家族の経済状況結婚形態

フィリピン
来日動機

インドネシア フィリピン インドネシア フィリピン

図３.フィリピン人看護師候補者の来日動機
（第１位）
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相関（図 4）を見ると、フィリピン人看護師
受入れ病院における看護師候補者に対する
評価は、全項目において相関をみていた。つ
まり、インドネシア人看護師に対してよりも、
フィリピン人看護師に対して、より評価基準
がはっきりしてきたことを示すものと思わ
れるが、これは回答者が看護職者かどうかに
左右されるとも考えられる。特に、日本の病
院側は、「学習意欲がある者」「患者に対す
る接遇態度がよい者」を高く評価する傾向
があり、その傾向には国籍別に差は見られ
なかった。 
受入れた看護師の国籍にかかわらず、職場

が活性化したことは看護師の受入れに対す
る総合評価と強い相関を見ていた。（図 6） 
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